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１．調査概要 
 

（１） 調査の目的 

本調査は、「松本市子ども・子育て支援事業計画」の見直しにあたり、本市における教育・保育・子育

て支援の「量の見込み」を算出するとともに、保護者のニーズや意見を計画に反映させるために、主に

以下の３点の把握を目的として実施した。 

①家庭の状況及び保護者の就労状況を把握 

②教育・保育・子育て支援の「現在の利用状況」「今後の利用希望」を把握 

③教育・保育・子育て支援に関する保護者の意見を把握 

 

＜データの活用イメージ＞ 

 

 

 

（２）調査項目 

本調査は上記の①～③を把握するため、調査を実施した。なお、小学校未就学の児童（以下、未就学児）

と、小学校に入学している児童で利用できる事業等が異なるため、それぞれ調査票を作成した。 

 

 

（３） 調査方法 

調査方法を右表に示す。住民基本台帳をもとに抽出したそれぞれの保護者 1,950 人ずつに対して調査を

実施した。なお、基本的には無作為抽出としているが、地区毎のニーズ把握のために市内全 35 地区に配

布することと、回答者の負担を考え 1家庭に 2通配布しない調整を加えた。 

 

 

 

  

量の見込み（人） 家庭類型別児童数（人） 利用意向率（割合）＝ ×

①より算出 ②より算出

量的なニーズの把握

保護者の意見・困りごと等

③より導出

質的なニーズの把握
計画に反映

松本市こども計画 

（2025 年～2029 年） 
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（４） アンケートの配布・回収状況 

未就学児と小学生の配布・回収状況は以下のとおりである。 

【未就学児対象】 

◆実配布数：1,950件 

◆回収数 ： 943件（有効回答数941件） 

◆回収率 ： 48.4％ 

地区別にみると、概ね配布と回収の比率に大きな差は生じていない。 

 

 

【小学生対象】 

◆実配布数：1,950件 

◆回収数 ： 870件（有効回答数868件） 

◆回収率 ： 44.5％ 

地区別にみると、概ね配布と回収の比率に大きな差は生じていない。 

 

 

 

（５） その他 

◆図表中の割合は､小数点第２位を四捨五入した数値であるため､合計値が 100％にならない場合がある。 

◆図表中の「n」は Number of case の略で、「n＝」は該当質問の回答者数を表す。なお、無回答の処理

によって、回答者数が異なる場合がある。 
◆単一回答の「人数」は回答者数を、複数回答の「度数」は回答件数を示している。 
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２．未就学児の調査結果 
 

 

（１） ご回答者とお子さん、ご家族の状況 

 

Ｑ1 調査回答者 

 

 

 

 

Ｑ2_A 調査回答者の配偶者の有無 

 

 

 

 

Ｑ2_B 調査回答者の年齢 
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Ｑ4 居住地区 

  

 

 

 

  




